
数学Ⅱ 指数の拡 張 ( )年( )組( )番( )
し す う かく ちょう

指数
し す う

a ＝ a
1, a ×a ＝ a

2, a× a× a ＝ a
3, a× a× a× a ＝ a

4, ･･･の様に , aを n 回掛けたものを
よう かい か

( a )と書き，aの n 乗といい，n を( an
の )という。

か じょ う

また，a1, a2, a3, a4, ･･･をまとめて，a の累 乗という。
るい じょう

a2×a3
＝(a× a) × (a× a × a) ＝( a ) 指数法則 am ×an

＝ am＋ n
し す う ほ う そ く

(a3)2
＝ a3 × a3

＝(a× a ×a) × (a × a × a)＝( a ) (am)n
＝ am× n

(ab)n
＝ an bn

(ab)3
＝(a× b) × (a× b)× (a× b)＝( a b )

a× a × a
a3
÷ a2
＝ ＝( a ) am

÷an
＝ am－n

a × a

問題 A 次の計算をせよ。
つ ぎ けいさ ん

(1) a
6×a

9 (2) (a4)8 (3) (2xy
2)3 (4) (2xy

2 )3
÷ xy

2

0や負の指数
ふ し す う

a の累 乗の関係を考えると，a を掛けると指数が増え，a で割ると指数が減る。
るい じょ う かんけ い か し す う ふ わ し す う へ

この約束を 0や負の数にも拡 張する。 (a ≠ 0 のとき)
や くそく ふ か ず かく ちょう

×a ×a ×a ×a ×a ×a

a －3 a －2 a －1 a0 a1 a2 a3

÷ a ÷ a ÷ a ÷ a ÷ a ÷ a

したがって, a0
＝a1
÷a＝ , a－1

＝a0
÷a＝ ÷a＝ , a－2

＝ a－ 1
÷ a ＝

1
a ≠ 0 で，nが整数のとき , a

0
＝ , a

－ n
＝

せい すう

an

問題 B 定義にしたがって，次の値 を求めよ。
て い ぎ つ ぎ あたい もと

(1) 2 0 (2) 2 －1 (3) (－2)－1 (4) 10 －2

問題 C 次の計算をせよ。
つ ぎ けいさ ん

(1) a
2×a
－3 (2) (a －1)2 (3) (a － 2)－ 2 (4) a

2
÷ a
－ 2

累乗根
る いじょ うこ ん

2 乗 (平方)して aになる数，すなわち x
2
＝ a になる数 xを aの平方根といい，

じょう へ いほ う かず かず へ いほう こん

正の数を( )，負の数を－Öa と表 す。
せ い かず ふ かず あらわ

nが 2以上の整数であるとき，n 乗 して a になる数，すなわち xn
＝ aになる数 xを

い じょう せ いす う じょう か ず かず

a の 乗 根といい，
nÖa と表す。(a ＞ 0)

じょ うこん

2 乗 根(平方根), 3 乗 根(立方根), 4乗 根 ,･･･をまとめて( )という。
じょう こん へ いほう こん じょ うこん り っぽ うこん じ ょうこ ん

問題 D 次の 値を求めよ。
つ ぎ あた い もと

(1) 2Ö36 (2) 3Ö27 (3) 4Ö625 (4) 5Ö32

累乗根の性質
る いじょ うこ ん せいし つ

a ＞ 0, b ＞ 0 で，m，nが正の整数であるとき，
せい せいす う

nÖa anÖa×
nÖb ＝

nÖab ＝
n

Ö (nÖa )m
＝

n
Öam m

Ö
n
Öa ＝

m n
Ö anÖb b

実数 a の n乗 根について，次のことが分かっている。
じっ すう じ ょう こん つ ぎ わ

① nが奇数のとき ② nが偶数のとき
き す う ぐう すう

a の正負にかかわらず，( 個)ある。 a＞0のとき，－ nÖa と
nÖa の( 個)ある。

せ い ふ こ こ

y y＝ xn y y＝ xn

a＜0 のときも nÖa 負の数の n乗 根は
ふ かず じ ょうこ ん

nÖa a
0 x ない。

0a －
nÖa

nÖa x

また，n が奇数・偶数でも
nÖ0 ＝ である。

き す う ぐ うす う

問題 E 次の 値を求めよ。
つぎ あた い もと

(1)
3Ö－8 (2) 1000 の立方根 (3) 256の 4乗 根

り っぽう こん じょ うこ ん

問題 F 次の計算をせよ。
つぎ けいさ ん

(1)
3Ö4 ×

3Ö2 (2)
4Ö32 ÷

4Ö2 (3)
3
Ö8

2
(4) ( 6Ö4 )3



数学Ⅱ 分数の指数 ( )年( )組( )番( )
ぶん すう し す う

分数の指数
ぶんす う し す う

m , n が整数のとき，指数法則 (am)n
＝ a

m×n
が成り立っている。

せい すう し す う ほ う そ く な た

ここで，a ＞ 0として，指数 m, n を整数から分数にまで拡 張させて 考える。
し す う せい すう ぶん すう かく ちょ う か んが

1 1 1
m＝ ，n＝2 のとき， 2 ＝ 2 × ＝ a1 ＝ a2 ( a )2

a

1 1
2 は a の平方根，すなわち a の( 乗 根)になる。 2

へ いほう こん じょう こん

a a ＝Öa ＝
2Öa

2 2 2
m＝ ，n＝3 のとき， 3 ＝ 3

× ( ) ＝(a )
3 ( a )

3

a

2 2
3 は a2
の( 乗 根)になる。 3

じょ うこん

a a ＝
3
Öa

2

したがって，a ＞ 0 で，m が整数 , nが正の整数のとき，
せ いすう せ い せい すう

m 1
n na ＝

nÖa
m
＝ ( n
Öa )m

とくに， a ＝
nÖa

2 1 1
3 2 227 ＝ ( 3

Ö27 )
2
＝ 32
＝ 4

－

＝ (4 )－1

＝ ( Ö4 )－ 1

＝ 2
－1

＝

問題 A 次の数を，根号を使って表 しなさい。
つ ぎ かず こん ごう つ か あらわ

2 1 1 1
3 4 3 3(1) 7 (2) 5 (3) 3 (4) 3

－

問題 B 次の数を，分数の指数を使って表 しなさい。
つぎ か ず ぶ んす う し す う つか あ らわ

1
(1)

5Ö42 (2)
6
Ö10 (3)

4Ö32 (4) 3
Ö24

問題 C 次の 値を求めよ。
つぎ あた い もと

1 2 3
4 3 2(1) 81 (2) 8 (3) 9

－

(4) 25
0.5

分数の指数法則
ぶ んすう し す う ほう そく

a ＞ 0 のとき，指数の定義から ,
し す う て い ぎ

1 1 2 3 5 1 1
3 2 6 6 6 3 + 2a a ＝ a a ＝

6
Öa

2 6
Öa

3
＝

6
Öa

2
×a

3
＝

6
Öa

2＋3
＝

6
Öa

5
＝ a ＝ a

したがって，指数法則を有理数に拡 張しても成り立つことが分かる。
し す う ほ う そ く ゆ う り す う かくち ょう な た わ

無理数の指数
む り す う し す う

無理数の指数も極 限の 考えを使えば求めることができる。
む り す う し す う き ょく げん かん が つか も と

a ＞ 0 のとき， a
Ö2
を考える。Ö2＝ 1.41421356･･･だから

a 1 , a1.4, a1.41, a1.414, a1.4142, a1.41421 , a1.414213 , ･･･ の近づく 値 と定義できる。
ち か あた い て い ぎ

問題 D 次の式を簡単にせよ。
つぎ し き かん たん

(1)
3
Ö aÖa (2)

4
Ö a

3Öa

(3) 6Öa 3Öa (4) 3Öa
2 6Öa

5

(5) Öa ÷
3Öa (6) 3Öa

2 ÷
6Öa

問題 E 次の等式が成り立つような xの 値を求めなさい。
つぎ と うしき な た あ たい も と

(1) 2
x
＝ 42 (2) 4

x
＝ 32


